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はじめに 
 

少子高齢化や核家族化の進展、住民同士のつながりの希薄化など、保健福祉行政を取

り巻く環境は日々めまぐるしく変化していますが、そうした中にあっても、仙台市に暮

らす市民の皆さま誰もが、生きがいをもって自分らしく活躍でき、ともに支えあい繋が

りあう社会であることが何より大切です。 

そのためには、制度や分野ごとの垣根、「支え手」「受け手」という関係、世代を超え

て、行政・地域・関連団体・市民などの様々な担い手が連携・協働し、人と人、人と資

源がつながることで、一人ひとりの暮らしや生きがい、役割などをともにつくる「地域

共生社会」の実現に向けて、保健福祉行政のあり方を見つめなおしながら、様々な取り

組みを進める必要があります。 

本市の障害保健福祉行政においても、「共生の都・共生する社会」を理念に据えて、

障害の有無に関わらず一人ひとりの多様性が尊重され、包摂される社会の実現に向けて

取り組みを進めてきたところであり、引き続き、市民の皆さまに障害理解の更なる浸透

を図り、様々な場面や制度、人々の意識の中にある社会的な障壁をなくしていくことが

重要です。 

本計画では、こうした認識を踏まえ、障害理解の浸透を基盤として、一人ひとりが違

う存在であることを認めあい、尊重しあい、障害のある方もない方も誰もが生きがいを

感じ、自分らしく生きることができるまちを市民の皆さまとともにつくることを目指し

ます。 

計画の推進に当たっては、障害保健福祉分野のみならず、健康づくり、高齢福祉、医

療などの保健福祉各分野はもとより、多様な分野とも今まで以上に連携・協働を図りな

がら、取り組みを進めてまいります。 

 

 

  


